
番号

共通科目

対象学年： １学年 単位数： ４単位 講義形態：

有 　備考：

　育種育苗【試験】

14 中間まとめ 　これまでの学習の振り返り

専門教育科目

森林づくりの基礎

育種と育苗①

森林の保育

間伐と密度管理

7～8

成績評価
の 基 準

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

　事前学習については、各時間の最後に、次回までに学習してくるべき内容を示します。
事後学習については、各時間の講義内容を復習するものとします。

１)精選作業と種子の取扱い

１)間伐方法の種類      ２)様々な密度管理手法
３)林分密度管理図(使い方)  ４)施業指針の作成

１)森林の種類と多面的機能
２)日本の自然環境（気候帯と植生型）
３)日本の森林帯(森林の水平分布・垂直分布)
４)主な樹種の性質(針葉樹・広葉樹)

29～30 総まとめ　　　試験

森林の生態

造林実習まとめ

27～28 森林評価

26

23～24

25 育種と育苗⑤

　今までのまとめ　　【試験】

13

9～10

15～16

17～18

20～21 主要樹種の特徴・造林方法

育種と育苗④22

19 育種と育苗③ １)種子採取とその方法

１)主要樹種の生理・特性    ２)適地適木
３)人工林の育林技術(各地の林業地帯)

11～12

育種と育苗②

１）生態系　２）植生遷移　３）環境因子

１）苗畑実習報告会　２）造林実習振り返り

１)森林評価の種類と公式　２)林地・林木の評価

参 考 書

1～2

3～4

5～6

評価方法

展　　開 講義名

メッセージ

担当講師作成資料

　原則として履修態度と筆記試験・レポートによる評価とする。試験成績の評定は100点
法をもって行い、60点未満を不合格とする。試験の成績が60点に達しないときは、原則と
して１回に限り追試験を認めます。

　育種から植栽、保育から間伐・主伐まで、造林に関わる一連の施業体系を基礎から学ん
でいきましょう。

講義内容

事前事後
の 学 習

15-1

育林・生態

授 業 名

テキスト

造林学

講義時期 実務経験教員による講義の有無：通　年

概 要

担当講師

授 業 の
達成目標

二本松　裕太
　(県試験研究機関勤務の経験を活かし、基礎から実践までの実務教育を行います。)
岡田　充弘
　(県職員の経験を活かし、基礎から実践までの実務教育を行います。)

　森林管理の意義や森林の育成、それに用いる苗木等の造林に関する基本的な知識や、保
育・更新までの技術的な知識を身につける。

　森林づくりの目標は様々である。木曽は全国に知られる林業地であり、木材資源として
の経済林にする施業方法を学ぶとともに多様な機能を持った森林を造る施業方法を学ぶ。

「森林科学」　（農業308）文部科学省　実教出版

講義

１)林業用の種苗とは　　２)採種園と導入品種
３)いい苗木の条件　　　４）コンテナ苗と裸苗

１)種から苗木まで  　２）コンテナ苗の生育

１)更新方法の種類(人工更新と天然更新)
２)苗木による更新(植栽密度と育林目標)
３)種子・挿し木による更新
４)萌芽更新
５)森林の伐採と更新(地拵え)

１)下刈・つる切り(種類と適期)
２)除伐(方法と時期)   ３)枝打ち(効用と方法)
４)間伐(目的と理論)   ５)その他の育林施業

森林の更新



番号

共通科目

対象学年： １学年 単位数： ２単位 講義形態：

有 　備考：

27～30

針葉樹人工林の森林管理（間伐）
　針葉樹人工林の林分を調査し間伐率を決定・選木

24～25

18～19

森林管理　④

26 育種育苗実習 ③

除伐やつる切りなどの保育施業を、ナタ・鋸を使い
安全に作業し、道具の手入れ方法を習得する。

鎌・刈払機を使っての下刈実習及びそれに関する安
全講習

種子採種・採種方法など

森林管理　③

苗畑実習

森林管理の実例に学ぶ
　指導林家等の管理された森林の施業方法を学び、
　安全作業に関する実例を学ぶ

種子の精選と計量

苗木生産農家で根切り・床替などの苗木生産実習

15-2

育林・生態

授 業 名

展　　開 講義名

概 要

テキスト

参 考 書

メッセージ

事前事後
の 学 習

造林学　実習

担当講師

授 業 の
達成目標

二本松　裕太
　(県試験研究機関勤務の経験を活かし、基礎から実践までの実務教育を行います。)
岡田　充弘
　(県職員の経験を活かし、基礎から実践までの実務教育を行います。)

　実習を通して、下刈、枝打ち、間伐等の造林に関する技術の習得や、採種および精選、
苗畑作業を体験し、理解する。

実習

成績評価
の 方 法

講義時期 実務経験教員による講義の有無：通　年

実習に備え十分な事前準備を行うこと。また、実習後にはレポートを作成してください。

専門教育科目

7～8 育種育苗実習 ① コンテナ苗の作成、片丘採種園の見学

11～14

9～10

下刈実習

森林管理　②
手道具の手入れ

　育苗、植栽、下刈、枝打など、森林を育てる作業を一通り実習する。

「森林科学」（農業308）  文部科学省  実教出版

担当講師作成資料

　１)報告書(レポート)　２)履修態度　３)習得度：60％、出席時間(態度良に限る)：
40％とし、試験成績の評定は100点法をもって行い、60点未満を不合格とする。

　講義の知識と実践の作業を連動させ、先人達が行ってきた育林作業の大切さを経験し
ます。

講義内容

成績評価
の 基 準

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

1～2 森林管理　① 福島県有林（演習林）の調査と観察

3～6 植栽実習 苗木の植栽実習及びそれに関する安全講習

15～17 育種育苗実習 ②

20～23 枝打ち実習
一本梯子等を用いた枝打ち実習及びそれに関する安
全講習



番号

共通科目

対象学年： ２学年 単位数： ２単位 講義形態：

有 　備考：

講義

岩﨑　史
　(県高校教諭の経験を生かした基礎及び実践までの実務教育を行います。)
宮下　理人
（県高校教諭の経験を生かした基礎及び実践までの実務教育を行います。）
柳澤　賢一
　(県試験研究機関での経験を生かした基礎及び実践までの実務教育を行います。)
岡田　充弘
　(県現地機関での鳥獣被害対策担当の経験を生かした基礎及び実践までの実務教育を行い
ます。)

担 当 講 師

実務経験教員による講義の有無：講 義 時 期 通　年

16-1

育林・生態

授 業 名 森林保護獣害対策学

専門教育科目

①森林被害を切り口に、生態系のしくみについて基礎的な知識を習得している。
②樹病のメカニズムや害虫、害獣の生態などの知識を習得している。
②森林被害などの防除方法を習得している。

植物を食害し農林業に被害を及ぼす昆虫と哺乳類、そして樹病の生態と被害対策について

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

「森林保護学」　朝倉書店、　「哺乳類による森林被害ウォッチング」現．(独)森林総合
研究所鳥獣生態研究室編著、担当教職員作成プリント

「新編　樹病学概論」　養賢堂、報道等の記録映像、報道記事

事前学習については、各時間の最後に、次回までに学習してくるべき内容を示します。
事後学習については、各時間の講義内容を復讐するものとします。

原則として、筆記試験及びレポートによる評価とする。試験成績の評定は100点法をもって
行い、60点未満を不合格とする。
試験の成績が60点に達しないときは、原則として１回に限り追試験を認めます。

授 業 の 達
成 目 標

概 要

テ キ ス ト

参 考 書

メッセージ

事 前 事 後
の 学 習

成 績 評 価
の 基 準

成 績 評 価
の 方 法

1 森林保護学概要 講師紹介、森林被害に関する話題

日本に生息する鳥類、哺乳類の生態、動物による農
林業被害（ニホンジカ、カモシカ、ツキノワグマ、
サル他）の現状
被害対策(防除対策・捕獲対策・生息環境対策)の基
礎

展　　開 講義名 講義内容

捕獲対策の実施方法

防護柵・電気柵の設置方法

日本と世界の森林火災の現状と予防・対策
大気汚染と森林

2～4 獣害対策

7 森林火災と大気汚染

5 獣害の捕獲対策

6 獣害の防除対策

15 試験

ナラタケ病、つちくらげ病など寄生菌、腐生菌の生
理
伝染の鎖を断ち切る。環境の改善と薬剤による防除

12 樹病の原因と診断

13 樹病の発生と環境

生物的要因（ウイルス、菌類など）と環境要因
病徴、標徴による診断
マツ材線虫病などの発生メカニズム
樹病の主因、感受体、環境

8 森林気象害 日本の森林気象害の現状と予防・対策

14 樹病の防除

11 樹病の概念

9･10 森林昆虫
森林生態系と森林昆虫の基礎、森林害虫の現状、森
林害虫の防除

健全な状態を知り病気と傷害の区別



番号

共通科目

対象学年： ２学年 単位数： １単位 講義形態：

有 　備考：

実習に備え十分な事前準備を行うこと。また、実習後にはレポートを作成してください。

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

１）報告書(レポート)　２）履修態度　３）習得度：60％　出席時間（態度良に限る）：
40％
試験成績の評定は100点法をもって行い、60点未満を不合格とする。

岩﨑　史
　(県高校教諭の経験を生かした基礎及び実践までの実務教育を行います。)
宮下　理人
（県高校教諭の経験を生かした基礎及び実践までの実務教育を行います。）
柳澤　賢一
　(県試験研究機関での経験を生かした基礎及び実践までの実務教育を行います。)
岡田　充弘
　(県現地機関での鳥獣被害対策担当の経験を生かした基礎及び実践までの実務教育を行い
ます。)

①基礎知識の裏付けの基に、自然と人間の関わり方について問題意識を持って考察できる
　ようになる。
②森林被害などの加害獣の特定を行え防除方法を理解し実践できるようになる。
③森林被害因子への関心を深め、健全な育林を目標に被害予防、対策を検討する力を身に
　着ける。

病害虫による被害地の現状、被害防止対策、野生鳥獣の生態についての実地研修

「森林保護学」　朝倉書店、　「哺乳類による森林被害ウォッチング」現(独)森林総合
研究所鳥獣生態研究室編著、担当教職員作成プリント

「新編　樹病学概論」　養賢堂、　報道等の記録映像、　報道記事

実習

15 総括 レポートをもとにまとめ

12～14 樹病による被害 マツ材線虫病の現地調査、診断と防除

防護柵と電気柵の設置実習

2 被害対策先進地視察
防除対策（防護柵、テレメトリー）、捕獲対策（わ
な、檻）、生育環境対策の現状視察

10～11 樹病の基礎実験と同定 菌類の観察実験と病徴（標徴)の観察

8～9 昆虫被害の現状解説
樹木園・演習林の昆虫とその被害・予防・防除
（クスサン、コウモリガ、アブラムシ類など）
幹に被害をおよぼす昆虫の食痕観察

5 防護柵等設置実習

3～4 ニホンジカ被害地視察 ニホンジカ被害地の対策状況と射撃場視察

6～7
森林昆虫サンプリングと分析（ハンドソーティン
グ・ツルグレン装置・ベールマン）

昆虫生態の分析

成 績 評 価
の 方 法

展　　開 講義名 講義内容

1 森林内の獣害被害について カモシカ、イノシシ等の被害地調査

森林保護獣害対策学実習

専門教育科目

メッセージ

16-2

育林・生態

授 業 名

講 義 時 期 通　年

担 当 講 師

実務経験教員による講義の有無：

授 業 の 達
成 目 標

概 要

テ キ ス ト

参 考 書

事 前 事 後
の 学 習

成 績 評 価
の 基 準



番号

共通科目

対象学年： ２学年 単位数： ２単位 講義形態：

有 　備考：

・大町市山岳博物館の取組を通じ、山岳地域の野
　生動植物の保護等に関する知識を習得する。

・山が持つ水資源涵養機能について学ぶ。

・グループによる受講実績の発表
・講師陣によるレポート評価

実務経験教員による講義の有無：

夏季講座①

・自然公園の管理等、環境省の取組について学ぶ。

・上高地再考！・・・地域の歴史から山を考える。

・山小屋経営者の経験談から山での生活について
　学ぶ。

・特別講座①、夏季講座①②に関するレポートを
　作成する。
・後期(特別・冬季講座)の受講計画を作成する。

講義内容

・グループによる前期・後期の総括的なレポート
　を作成する。

5 夏季講座②

6

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

成績評価
の 基 準

前期レポート作成等

3 特別講座①

4

15 レポート発表・評価

7,8,9,10 特別講座②

11,12 冬季講座

13,14 レポート作成

事前事後
の 学 習

成績評価
の 方 法

各コマで講師陣が時節に応じたテキストを準備します。

講義

講義時期 通　年

概 要

担当講師

授 業 の
達成目標

鈴木　啓助
　(地球上の水循環に伴う物質循環の研究成果や信州山の環境研究センターでの活動等を
　活かし、山岳、森林、里山に至る山の環境に関する様々な知見・技術等を学ぶ機会を創
　出します。)
小牧　成美
　(県職員の経験を生かした基礎及び実践までの実務教育を行います。)
他(※３～５コマの講師陣は担当教官が先進的又は歴史的な活動を行っている者を担当教
　官が選抜して充てる。)

山に関する様々な環境についての幅広い知識・技術を習得し、山と人とがつながる社会の
実現に貢献します。

山に関する水循環(降水・流出等)、気象、気候、山岳での生活、遭難防止、登山道整備、
自然公園管理、野生動植物等のあり方など、本県固有の「山の環境・文化」を様々な情報
を基に学びます。

専門教育科目

17-1

授 業 名

1,2 講座概観・計画作成

育林・生態

山の環境学

あらかじめテーマを設定し、講義全体を通じてレポートを提出し、出席態度やチームワー
クの状況等を勘案して100点満点で60点未満を不合格とします。

3,000ｍ級の山岳を多数有する、ここ信州でこそ学ぶことのできる貴重な時間をつくり、
山を通じて信州を知る第一歩として、信州に暮らす人々をより深く理解してくれることを
期待しています。

・１年間の講座展開の解説
・グループ編成、テーマ設定による受講計画作成

テキスト

参 考 書

メッセージ

展　　開 講義名

山の魅力や価値、自らの関わり方などを日常的に考え、あらゆるメディア等を活用して情
報収集に努めてください。



番号

共通科目

対象学年： ２学年 単位数： １単位 講義形態：

有 　備考：

・降雪・積雪について実践的に学ぶ。

・降雪・積雪について実践的に学ぶ。

・グループによる受講実績の発表
・講師陣によるレポート評価

実務経験教員による講義の有無：

夏季実習②

・山の危険に関する情報を基に遭難防止や災害対応
　を学ぶ。

・上高地の公園内をトレッキングし、自然環境を実
　践的に観察する。

・夏季実習①②に関するレポートを作成する。
・後期(冬季実習)の受講計画を作成する。

・地域の山への登山を通じ、地域と山との生活の結
　びつきを学ぶ(木曽駒ケ岳、南木曽岳等)。

講義内容

・グループによる前期・後期の総括的なレポートを
　作成する。

各コマで講師陣が時節に応じたテキストを準備します。

5 前期レポート作成等

6,7,8,9

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

成績評価
の 基 準

登山研修

2 夏季実習①

3,4

成績評価
の 方 法

15 レポート発表・評価

10,11 冬季実習①

12,13 冬季実習②

14 レポート作成

実習

講義時期 通　年

概 要

担当講師

授 業 の
達成目標

鈴木　啓助
　(地球上の水循環に伴う物質循環の研究成果や信州山の環境研究センターでの活動等を
　活かし、山岳、森林、里山に至る山の環境に関する様々な知見・技術等を学ぶ機会を
　創出します。)
小牧　成美
　(県職員の経験を生かした基礎及び実践までの実務教育を行います。）
他(※２～４コマの講師陣は担当教官が先進的又は歴史的な活動を行っている者を担当教
　官が選抜して充てる。)

山に関する様々な環境についての幅広い知識・技術を習得し、山と人とがつながる社会の
実現に貢献します。

山に関する水循環(降水・流出等)、気象、気候、山岳での生活、遭難防止、登山道整備、
自然公園管理、野生動植物等のあり方など、本県固有の「山の環境・文化」を現地での実
習を通じて学びます。

山の環境学　実習

専門教育科目

17-2

授 業 名

1 講座概観・計画作成

育林・生態

あらかじめテーマを設定し、講義全体を通じてレポートを提出し、出席態度やチームワー
クの状況等を勘案して100点満点で60点未満を不合格とします。

3,000ｍ級の山岳を多数有する、ここ信州でこそ学ぶことのできる貴重な時間をつくり、
山を通じて信州を知る第一歩として、信州に暮らす人々をより深く理解してくれることを
期待しています。

・１年間の講座展開の解説
・グループ編成、テーマ設定による受講計画作成

テキスト

参 考 書

メッセージ

展　　開 講義名

山の魅力や価値、自らの関わり方などを日常的に考え、あらゆるメディア等を活用して情
報収集に努めてください。

事前事後
の 学 習



番号

共通科目

対象学年： ２学年 単位数： ２単位 講義形態：

有 　備考：

12～14 実習 樹木治療　(木曽町内の樹木)・根系観察

15 試験

9～10 実習 樹木診断　(開田高原「木曽馬の里のコナラ」)

11
土壌改良の目的・農薬について　等 根系と地上部の関係・昨今の農薬事情　　等

土壌改良に関する基礎知識 土壌改良資材と作業時の注意点　等

5～6 実習 樹木診断　(阿智村「清南寺の夫婦ザクラ」)

7～8

樹木の生理 剪定と防御機能・植物ホルモン・紅葉の仕組み　等

樹木の衰退原因と外観診断 樹木の環境と健康度の調査

その他 学名・根系図の見方　　等

3～4
樹木の構造と機能 葉・新梢・枝・幹・樹皮・根について

樹木と土壌のかかわり 土の構造と性質・C/N比　　等

展　　開 講義名 講義内容

1～2
樹木医総論

１)樹木医制度の概要
２)樹木医概論
３)文化財保護法(天然記念物)について

樹木の構造と機能 葉・新梢・枝・幹・樹皮・根について

成績評価
の基準

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

評価方法
　１)成果品、２)筆記試験、３)履修態度、４)出席時間による評価とする。出席時間は
40％考慮する(態度「良」に限る)。試験成績の評定は、100点中60点未満を不合格とす
る。試験の成績が60点に達しないときは、原則として１回に限り追試験を認める。

メッセージ 　樹木のボディーランゲージを読みとって、君も樹木博士になろう！

テキスト
「図解 樹木の診断と手当て ～ 木を診る 木を読む 木と語る ～ 」
(堀　大才・岩谷　美苗　著　　　　一般社団法人　農山漁村文化協会　発行)

参考書

事前事後
の学習

　事前学習については、各時間の最後に予習内容を示します。事後学習については、講義
内容をテキストで復習するものとします。

担当講師
横川　智津子
　(里山再生や公園管理アドバイザーとしての経験を生かし、樹木診断や樹木治療の初歩
　的なスキルを身につけられるよう実践的に指導します。)

授業の
達成目標

①樹木の構造・機能・生理について基本的な知識を習得する。
②樹木の衰退度(健康度)を評価できる。
③樹木の衰退原因を推定できる。
④樹木の良好な生育を促すための管理の方向性を具体的に示すことができる。

概要
　『樹木医補』養成機関として、樹木全般における基本的な知識を座学で学び、樹木診
断や樹木治療等を実習で体験する。樹木医を志す者の入門編であり、樹木の正しい管理
方法を習得する。

講義

講義時期 後　期 実務経験教員による講義の有無：

18

専門教育科目 育林・生態

授業名 樹木医学



番号

共通科目

対象学年： １学年 単位数： ２単位 講義形態：

有 　備考：

19-1

育林・生態

授 業 名 樹木学 講義

専門教育科目

1～2
世界の植生と気候の関係
世界の中の日本の植生の特徴と気候の関係

テキスト

参 考 書

メッセージ

展　　開 講義名 講義内容

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

　事前学習については、各時間の最後に、次回までに学習してくるべき内容を示します。
事後学習については、各時間の講義内容を復習するものとします。

事前事後
の 学 習

樹木類の解説書

　原則として筆記試験及び履修態度による評価とする。試験成績の評定は100点法をもっ
て行い、60点未満を不合格とする。
　試験の成績が60点に達しないときは、原則として１回に限り追試験を認めます。

森林を学ぶ学生にとって樹木を知ることは必須です。全員、熱意を持って履修すること。

成績評価
の 基 準

成績評価
の 方 法

6～8 科・属・種の特徴　　利用用途

9～12 科・属・種の特徴　　利用用途

3
里山の歴史
里山の樹木・奥山の樹木

4～5
植物の形態と機能
花・葉・茎・根・実

13～14 植生の地史的遷移・一次遷移・二次遷移

15

植生遷移

試験

実務経験教員による講義の有無：講義時期 通　年

馬場多久男　　葉でわかる樹木　621種の検索　信濃毎日新聞社

担当講師

概 要

授 業 の
達成目標

中堀　謙二
　(信州大学農学部と共通教育での森林史・森林環境変動学・樹木学などの講義経験を生
　かし、樹木の形態や生態の知識を身につけられるよう実践的に指導します。）

①針葉樹・広葉樹の形態的・生態的特徴を説明できるようになる。
②樹木種間の類縁関係を認識できるようになる。

樹木の分類、生態について学ぶ、分類の際にその利用方法を学んでいく。

世界の植生・日本の植生

里山の歴史と里山植生の特徴

植物の生活形・形態学

針葉樹類の名称と区別

広葉樹類の名称と区別



番号

共通科目

対象学年： １学年 単位数： １単位 講義形態：

有 　備考：

概 要

　採取した枝葉を新聞紙にはさんだ翌日から数日間、毎日新聞紙を取り替え葉の水分除去
に努めること。

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

１)毎時間、前回採集した植物の種名・属名・科名の筆記試験をする。
２)実技試験(植物同定)
３)成果品(植物標本)の提出
成績の評定は100点法をもって行い、60点未満を不合格とします。

事前事後
の 学 習

成績評価
の 基 準

講義時期 通　年 実務経験教員による講義の有無：

担当講師

授 業 の
達成目標

15

11～14
御岳登山で観察実習
(室内で事前学習をした後、実施します。)

亜高山帯～高山帯の植物

試験

３～10 実習林等で樹木観察と採取・標本の作製温帯域の樹木について

テキスト

参 考 書

メッセージ

展　　開 講義名

成績評価
の 方 法

講義内容

1～2 樹木観察の着眼点と判別のポイント

100種類の樹木が識別できることを目標に履修すること

樹木判別の基礎

19-2

育林・生態

授 業 名 樹木学　実習

専門教育科目

実習

中堀　謙二
　(信州大学農学部での樹木学実習や森林植物学実験などの実習指導経験を生かし、野外
　での樹木観察、100種以上のさく葉標本を作成し、似た植物を比較しながら、樹木の識
　別能力を身につけられるよう実践的に指導します。)

①野外の林業現場で基本的な樹木を識別できるようになる。
②未知の樹木を図鑑検索できるようになる。

フィールドで樹木の観察、採取、調査、標本作成

「葉でわかる樹木」　信濃毎日新聞社



番号

共通科目

対象学年： １学年 単位数： ２単位 講義形態：

有 　備考：

　明治から平成

試  験

8

１）地球環境問題　２）森林によるCO2吸収評価法

11

12

13

14

9

10

15

森と人との関わりⅠ

森と人との関わりⅡ

　古代から近世

4

１)代謝 ２)呼吸

１)森林現存量の推定方法 ２)一次生産の推定法(つ
みあげ法)

１)環境とは何か ２)環境作用 ３)環境形成作用
４)生物相互作用 ５)環境の構成と要因 ６)環境観
７)環境汚染と環境破壊

5

6

１)植物空間 ２)食物連鎖

7

遷　移Ⅱ

森林の種多様性

環　境

森林生態系
１)生態系とは ２)森林生態系の構造と機能
３)森林生態系の特徴 ４)森林生態系の維持条件

１)明反応 ２)暗反応

1

１)地質学的遷移と生態遷移 ２)遷移系列 ３)極相

１)森林の成立条件 ２)世界の森林 ３)日本の森林

１)森林の特徴 ２)森林の種類 ３)森林の構造

3

2

序　論

気候と植物の分布

遷　移Ⅰ

概 要

講義内容

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

　事前学習については、各時間の最後に、次回までに学習してくるべき内容を示します。
事後学習については、各時間の講義内容を復習するものとします。

事 前 事 後
の 学 習

成 績 評 価
の 基 準

成 績 評 価
の 方 法

テ キ ス ト

参 考 書

メッセージ

展　　開 講義名

　わが国の自然の骨格である森林生態系の基本を、生物を基軸として解説し、各種産業的
応用にも言及する。生態系とは「生物」と「環境」が作る系(システム)であることの基本
的理解を期待する。

「森林環境科学」　只木良也　朝倉書店、　担当教職員作成プリント

「新版  森と人間の文化史」　只木良也　ＮＨＫ出版

　原則として筆記試験及び履修態度による評価とする。試験成績の評定は100点法をもっ
て行い、60点未満を不合格とする。
　試験の成績が60点に達しないときは、原則として１回に限り追試験を認めます。

20-1

育林・生態

授 業 名

小林　元
　(大学演習林での林業実務や大学・大学院での教育・研究指導を生かし、「生態学は、
　自然界の動静・生物の反応を考えるときの格好の手法」をベースにして、森林管理手
　法､投入技術などを考えられるように指導します。）

　自然界の生態学的基本法則を理解し、森林への生態学的思考ができる。

専門教育科目

実務経験教員による講義の有無：講 義 時 期 後　期

森林生態学　１ 講義

担 当 講 師

授 業 の
達 成 目 標

正しい学問的知識を身につけるだけでなく、それを社会に適用して活かすことが大切

１）森林の生産構造 ２）パイプモデル理論

１)遷移と攪乱 ２)土地利用と遷移

光合成と呼吸Ⅰ

光合成と呼吸Ⅱ

地球温暖化と森林との関わり

森林生態系の物質生産Ⅰ

森林生態系の物質生産Ⅱ



番号

共通科目

対象学年： ２学年 単位数： ２単位 講義形態：

有 　備考：

11

12

8 １)山岳の環境と森林 ２)生物季節と森林

１)都市環境と森林 ２)生物種保全と森林
３)豊かな生活環境と森林

１)森林が生む環境保全的効果の特徴
２)地球環境と森林

１)環境悪化と森林

環境と森林Ⅰ

環境と森林Ⅱ

森林が生み出す環境Ⅰ

森林が生み出す環境Ⅱ

森林が生み出す環境Ⅲ

１)森林の環境保全的効用 ２)大気環境と森林
３)土保全･自然災害と森林

10

9

6 １)土壌の化学性 ２)酸性土壌とアルカリ性土壌

7 １)土壌断面 ２)土壌生成

土壌環境Ⅲ

土壌環境Ⅳ

4 １)土と文明 ２)土壌と植生 ３)土壌の構成

5 １)土壌の物理性 ２)土壌水分

土壌環境Ⅰ

土壌環境Ⅱ

2 １)森林の微気象

3 １)森林からの蒸発散

1 大気環境Ⅰ

大気環境Ⅱ

大気環境Ⅲ

講義

概 要

授 業 の
達 成 目 標

小林　元
　(大学演習林での林業実務や大学・大学院での教育・研究指導を生かし、「生態学は、
　自然界の動静・生物の反応を考えるときの格好の手法」をベースにして、森林管理手
　法､投入技術などを考えられるように指導します。)

　森林生態学1に引き続き、「環境」を軸とした森林生態系の解析を理解する。

環境に支配される生物、環境を作る生物

実務経験教員による講義の有無：講 義 時 期 前　期

担 当 講 師

展　　開 講義名

20-2

育林・生態

授 業 名 森林生態学　２

「新版 森と人間の文化史」　只木良也　ＮＨＫ出版 (副読本)

　原則として筆記試験及び履修態度による評価とする。試験成績の評定は100点法をもっ
て行い、60点未満を不合格とする。
　試験の成績が60点に達しないときは、原則として１回に限り追試験を認めます。

今後の環境時代に向かって、「環境」を正しく伝える。

テ キ ス ト

参 考 書

メッセージ

専門教育科目

事 前 事 後
の 学 習

成 績 評 価
の 基 準

成 績 評 価
の 方 法

15 試　験

13
１)生物資源の特徴 ２)物質資源かつ環境資源
３)文化資源 ４)環境科学

14

講義内容

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

　事前学習については、各時間の最後に、次回までに学習してくるべき内容を示します。
事後学習については、各時間の講義内容を復習するものとします。

「森林環境科学」　只木良也　朝倉書店　、随時プリント配布

１)里山とは ２)里山の歴史 ３)里山の現在
４)里山のこれから

物質資源・環境資源

里山の問題

１)大気 ２)気候と気象



番号

共通科目

対象学年： １学年 単位数： ２単位 講義形態：

有 　備考：

1

3 土壌型と林木の成長

4

5

土壌理化学性

6 試験

森林土壌は森林を支え、私たちの生活を支えています。

展　　開 講義名 講義内容

2 土壌調査

森林土壌とは
森林土壌の基礎知識(土壌母材、土壌生成作用、腐
植、土壌生物、土壌構造、土壌層位等)

基本的な土壌断面調査実習　(森林内で調査試孔を掘
り、土壌断面の観察記録法と土壌型判別法を学ぶ)

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

事前学習については、各時間の最後に、次回までに学習してくるべき内容を示します。
事後学習については、各時間の講義内容を復習するものとします。

事前事後
の 学 習

成績評価
の 基 準

成績評価
の 方 法

原則として筆記試験及び履修態度による評価とする。
試験成績の評定は100点法をもって行い、60点未満を不合格とする。
試験の成績が60点に達しないときは、原則として１回に限り追試験を認めます。

実務経験教員による講義の有無：講義時期 後　期

森林土壌学 講義

専門教育科目

水源涵養機能など公益的機能

21

育林・生態

授 業 名

概 要

担当講師
片倉　正行
　(長野県民有林適地適木調査、土地分類基本調査等の土壌調査経験を生かし実践的な指
　導を行います。  )

テキスト

授 業 の
達成目標

参 考 書

①森林土壌に関する基礎的・実践的知識を習得する。
②林地生産力および水源涵養機能など森林の公益的機能との関係を理解する。

講師作成「森林土壌学テキスト」

「森林科学」(実教出版)

メッセージ

森林土壌の分類体系、立地環境と土壌型
土壌型と林木の成長(林地生産力)、適地適木

土壌孔隙・土壌水など理学性と、酸性度・養分など
化学性

水源涵養機能など森林の公益的機能と森林土壌の関
係



番号

共通科目

対象学年： １学年 単位数： ２単位 講義形態：

有 　備考：

測樹の意義、森林・樹木用語、
計算方法の基礎、記号、単位について

樹高・胸高直径の測定、測高器・輪尺等の使用方法
について

材積の測定法、立木材積について

林分調査の種類、全林毎木法等について

標準地法、標本地調査法、ポイント法
年齢の測定法、森林の成長量　について

9～13 樹幹解析

14 復習・まとめ

調査木の伐採と円板の採集と調査の方法
直径及び樹高総括表の作成方法
樹幹解析図の作成方法等
材積の計算方法
成長量、成長率の計算方法

講義の内容をしっかり復習すること
パソコン等を用いた表計算の使用法に慣れておくこと

5～6 森林資源の調査

7～8
森林資源の調査
年齢の測定法・森林の成長量

2 単木の測定

3～４ 立木の材積測定

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

事前学習については、各時間の最後に、次回までに学習してくるべき内容を示します。事
後学習については、各時間の講義内容を復習するものとします。

事前事後
の 学 習

成績評価
の 基 準

成績評価
の 方 法

１）成果品、２）レポート、３）筆記試験、４）履修態度　の総合で100点法をもって評
価し、60点未満を不合格とする。
試験の成績が60点に達しないときは、原則として１回に限り追試験を認めます。

22-1

森林資源管理

授 業 名 測樹学 講義

専門教育科目

実務経験教員による講義の有無：講義時期 通　年

担当講師
萩原　淳
（県職員の経験を生かした基礎及び実践までの実務教育を行います。）

立木の測定に関する様々な手法に関する知識を習得する

15 期末試験

概 要

授業の達
成 目 標

1 測樹の概要

テキスト

参 考 書

測樹の意義、単木の直径・樹高の測定方法、材積の測定方法、
森林全体の材積の測定方法、単木・森林の成長量測定方法等について学ぶ

「森林経営」　文部科学省　（実教出版）

教員作成プリント

メッセージ

展　　開 講義名 講義内容



番号

共通科目

対象学年： １学年 単位数： １単位 講義形態：

有 　備考：

萩原　淳
　(県職員の経験を生かした基礎及び実践までの実務教育を行います。)

①森林内で実際に立木の樹高、胸高直径の計測が行える技術を習得する。
②グループによるプロット調査が行えるようになる。

専門教育科目

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

実習に備え十分な事前準備を行うこと。
事前事後
の 学 習

成績評価
の 基 準

実務経験教員による講義の有無：講義時期 通　年

概 要

担当講師

授業の達
成 目 標

測樹の意義、単木の直径・樹高の測定方法、材積の測定方法、
森林全体の材積の測定方法、単木・森林の成長量測定方法について学ぶ

テキスト

22-2

森林資源管理

授 業 名 測樹学　実習 実習

参 考 書

メッセージ

展　　開 講義名

成績評価
の 方 法

1～2 立木の直径・樹高測定

講義内容

学校周辺の樹木の直径・樹高を測定する
各種測定器具の原理と使用方法を習得する

9～15 樹幹解析

7～8 計測単位の学習

3～6 林分材積の測定（直径・樹高の測定）

標本採取、樹幹解析の基礎について
樹幹解析図の作成について
成長量の推定について

「森林経営」　文部科学省　（実教出版）

教員作成プリント

１）実技、２）成果品、３）報告書、４）筆記試験、５）履修態度、６）出席時間　の
総合で100点法をもって行い、60点未満を不合格とする

講義の内容を復習・確認しながら、実習に臨むこと　　Excelの使用法に慣れておくこと

演習林で全林毎木法や標準地法などによる林分調査
をする
班別に林分材積等を算出する

面積や体積などの計測単位について、メートル法と
尺貫法との違いを学ぶ



番号

共通科目

対象学年： ２学年 単位数： ２単位 講義形態：

有 　備考：

12
オーストリア林業（地域林業のすすめ）の学生報告と
解説（2）

13 森林認証制度の役割と展開

先進林業国の林業・林産業(２)

森林認証制度の現状と重要性
(総合討論１)

14 持続可能な森林経営の要件と展望

15

持続可能な森林経営の行方
(総合討論２)

試験

11
オーストリア林業（地域林業のすすめ）の学生報告と
解説（1）

現在の森林経営の実態と問題点10
森林計画制度の歴史的展開と森
林経営(３)

先進林業国の林業・林産業(１)

8

9

わが国の森林計画制度の流れと課題

6 択伐作業の仕組み

7 択伐作業の現状と課題

戦後の森林経営の展開と問題点

森林作業法：択伐作業の理論と
実践(１)
森林作業法：択伐作業の理論と
実践(２)
森林計画制度の歴史的展開と森
林経営(１)
森林計画制度の歴史的展開と森
林経営(２)

1 森林経営および計画とはなにか

講義内容

5 漸伐作業の現状と課題

4 漸伐作業の仕組み

2 皆伐作業の仕組み

3 皆伐作業の現状と課題

森林経営･計画の概要

森林作業法：皆伐作業の理論と
実践(１)
森林作業法：皆伐作業の理論と
実践(２)
森林作業法：漸伐作業の理論と
実践(１)
森林作業法：漸伐作業の理論と
実践(１)

テ キ ス ト

参 考 書

メッセージ

展　　開 講義名

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

　事前学習については、各時間の最後に、次回までに学習すべき内容を示します。
事後学習については、各時間の講義内容を復習するものとします。

『地域林業のすすめ』、青木・植木編著、築地書館、2020

事 前 事 後
の 学 習

成 績 評 価
の 基 準

成 績 評 価
の 方 法

「森林サイエンス２」　信州大学森林科学研究会編　川辺書林

対話形式の講義を心掛けますので、積極的な発言を期待します。

　原則として、筆記試験及び履修態度による評価とする。試験成績の評定は、100点法を
もって行い、60点未満を不合格とする。試験の成績が60点に達しないときは、原則として
１回に限り追試験を認めます。
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森林資源管理

授 業 名 林業経営学

専門教育科目

講義

概 要

授 業 の
達 成 目 標

①日本の自然条件、生態系サービス、木質資源の歴史的利用から、林業経営の基本的あり
　方を説明できる。
②３つの森林作業法の考え方と手法を理解し、実践の場において応用できる。
③わが国の戦後の林業経営史を学び、今日的課題やこれからの林業経営のあり方を展望で
　きる。

　各種森林作業法について学び、特に戦後のわが国の森林経営史を中心にその展開と特徴
を把握する。さらに林業先進国(オーストリア)の林業の現状を把握する。

実務経験教員による講義の有無：講 義 時 期 前　期

担 当 講 師
植木　達人
　(森林認証の資格指導及び審査委員の経験を生かし、世界基準の森林経営のあり方を実
　践論的に指導します。)



番号

共通科目

対象学年： ２学年 単位数： ２単位 講義形態：

有 　備考：

簿記の基礎

資産・負債・資本と貸借対照表
(その1)
資産・負債・資本と貸借対照表
(その2)

収益・費用と損益計算書(その1)

収益・費用と損益計算書(その2)

成績評価
の 方 法

講義
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授 業 名 簿　記

専門教育科目

授 業 の
達成目標

企業経営の基礎となっている会計制度の基本事項を理解する。

7

①取引・勘定の意味
②取引の分解と勘定記入

①仕訳と転記

取引と勘定

仕訳と転記

6

8

9

①仕訳帳の記入方法
②総勘定元帳の記入方法
①現金・預金などの取引
②商品売買の取引

仕訳帳と総勘定元帳

取引の記帳(その1)

10

11

①債権・債務の取引、固定資産の取引
②企業の税金

①試算表の種類と作成方法

取引の記帳(その2)

試算表

12

13

①精算表の作成方法

①決算の意味・手続き
②決算の本手続き、決算の報告

精算表

決算

14

15

①財務諸表の作成
②総合実習

財務諸表の作成

試験

①簿記の意味
②簿記の前提条件ほか

実務経験教員による講義の有無：講義時期 通　年

担当講師
水谷　哲智
　(税務会計事務所の経験を生かし、会計制度の基本を実務的に指導します。)

1

テキスト 「新簿記（新訂版）」　新井益太郎　稲垣富士男　(実教出版)

参 考 書 税法に関連する事項の留意点と租税教育ほか

　原則として筆記試験による評価とする。
　試験成績の評定は100点法をもって行い、60点未満を不合格とする。
　試験の成績が60点に達しないときは、原則として１回に限り追試験を認めます。

メッセージ

事前事後
の 学 習

成績評価
の 基 準

①簿記の5つの要素
②資産・負債・資本ほか
①貸借対照表の概要
②資産・負債・資本の増減と純損益の計算
①純損益の発生原因
②収益・費用の発生と純損益の計算

①損益計算書の概要

概 要
　将来、林業現場等の実社会で経営・採算性等の実状を計数的に捉える手法について学
ぶ。

4

5

2

3

　初めて簿記を学習する人たちに、内容とその重要性について分かりやすく説明したい。

展　　開 講義名 講義内容

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

　事前学習については、各時間の最後に、次回までに学習してくるべき内容を示します。
事後学習については、各時間の講義内容を復習するものとします。



番号

共通科目

対象学年： １学年 単位数： ２単位 講義形態：

有 　備考：実務経験教員による講義の有無：講義時期 通　年

担当講師
平澤　直子
　(県職員の経験を生かした基礎及び実践までの実務教育を行います。)
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授 業 名 森林計画・普及論 講義

専門教育科目

概 要
　森林の定義、森林資源の現状及び森林計画関係諸制度の基礎、及び最先端のＩＴによる
森林情報の活用について座学と現地研修から学ぶ。また、普及指導事業については、その
実際の活動を視察する。

授 業 の
達成目標

　森林法等関係法令の理解、森林計画制度・保安林制度等、及び林業普及指導事業を総合
的に学習し、就業時における施業計画作成等の実践的な手法を会得する。

メッセージ
　森林・林業に関する基本法令を学ぶことは、森林・林業関係分野を目指す者にとって必
須事項である。

展　　開 講義名 講義内容

テキスト
森林施業プランナーテキスト改訂版
講師作成テキスト他

参 考 書

評価方法
　原則として筆記試験、レポート及び履修態度による評価とする。試験成績の評定は100点
法をもって行い、60点未満を不合格とする。試験の成績が60点に達しないときは、原則と
して１回に限り追試験を認めます。

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

　事前学習については、各時間の最後に、次回までに学習してくるべき内容を示します。
事後学習については、各時間の講義内容を復習するものとします。

事前事後
の 学 習

成績評価
の 基 準

7～10 森林計画の基礎 森林簿・基本図からＩＴ技術を活用した森林情報

1～6 森林法及びその他森林・林業関係法令 森林の概念、森林法、その他関係法の説明

11～14 普及指導活動の実際 普及指導を行っている有識者による現地講義

15 試験



番号

共通科目

対象学年： ２学年 単位数： ２単位 講義形態：

有 　備考：

長野県の木材流通構造

木材市場の現状③

実務経験教員による講義の有無：講義時期 通　年

概 要

担当講師

授業の達
成 目 標

小池　正雄
　(信州大学に於ける25年間の木材流通論・国際林業論及び森林政策学の講義経験を生か
　し実践的に活躍できる人材を育てます。)
平澤　直子
　(県職員の経験を生かした基礎及び実践までの実務教育を行います。)

①国際的視野に立ってわが国及びわが県における木材流通の枠組みを把握することができ
　るようになること。
②個別的・特殊的な木材商業の営みが深く国際的、国段階、県段階、流域段階、地域段階
　の枠組みに規定されていることを理解できるようにすること。
③個と全体の関係から木材商業の枠組みをより一層深く理解できるようにすること。

　世界木材市場、我国木材市場、長野県の木材市場の２１世紀型展開方向を考える為に現
地研修で知見を深める。

1,2

テキスト

参 考 書

評価方法
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授 業 名 木材商業論 講義

専門教育科目

メッセージ

展　　開

事前事後
の 学 習

成績評価
の 基 準

講義名

長野県木材統計、木材需給の現状、日本・アジアの森林と林業労働、森林サイエンス２等

講義の中で、その都度提示する

①国際的、国内的、長野県内の木材市場の歴史的展
　開と現状
②エンジニア―ドウッドや木質バイオマス等の市場
　動向と今後の動向

講義内容

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

　事前学習については、各時間の最後に、次回までに学習してくるべき内容を示します。
事後学習については、各時間の講義内容を復習しレポートを作成提出する。

　皆さんと一緒に最先端の現場を訪問し、現場から学ぶことで木材商業の見識を深めてい
きます。

　原則としてレポート提出、筆記試験、履修態度による評価とする。成績の評定は100点
法をもって行い、60点未満を不合格とする。

①国際的視野から見た木材市場展
　開と現状
②新たな木材市場の開拓と未来展
　望

7,8,9,10

3,4,5,6 カラマツの県内木材流通拠点の現地調査

木質バイオマス利活用施設等の現地調査

長野県が作成する木材統計による本県の木材流通の
状況

木曽地域の木材流通動向の現地調査

木材市場の現状①②③に関するレポート作成

12,13,14

15

11

レポート作成

木材市場の現状①

木材市場の現状②



番号

共通科目

対象学年： １学年 単位数： ２単位 講義形態：

有 　備考：

14 　日本の森林管理を考える 日本林業の成長産業化に向けて国産材の有効利用

15 　試験

12 　リモートセンシング入門 人工衛星、航空機、ドローンからの森林情報

13 　新しい森林情報とスマート林業 レーザ計測とスマート林業

10 　GIS操作入門（Ⅱ） 都道府県森林率を森林GISで作成

11 　GNSS入門 原理、データ構造

8 　森林ＧＩＳの利用事例 インターネットでのWeb検索

9 　ＧＩＳ操作入門（Ⅰ） パソコンによる演習

6 　森林管理へのＧＩＳの応用 都道府県、森林組合での使われているGIS

7 　森林情報システムの発展 クラウド森林GIS

4 　森林ＧＩＳの導入と運用 目的と課題

5 　国土空間データ基盤整備 国土地理院、農水省、空間データ基盤整備

2 　森林管理とＧＩＳ GISの基礎

3 　ＧＩＳの仕組み 原理、データベース、空間情報

授業の達成
目 標

森林情報に関する基礎知識を習得すると共に、ＧＩＳ、リモートセンシング、スマート林業に関する最先端の研究を
理解する。

1 　森林情報論とは 教科書の説明

テ キ ス ト

参 考 書

メ ッ セ ー ジ

展　　開 講義名 講義内容

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している　（評点が９５点以上で特に優秀な者）
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある　    （評点が９５点未満８０点以上の者）
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある　      （評点が８０点未満７０点以上の者）
　可　：授業の達成目標の水準にある　                       （評点が７０点未満６０点以上の者）
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある　     （評点が６０点未満の者）

事前事後の
学 習

成績評価の
基 準

成績評価の
方 法

概 要
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授 業 名 森林情報論 講義

専門教育科目

実務経験教員による講義の有無：講 義 時 期 後期（集中）

担 当 講 師
　竹中　悠輝、トウ　ソウキュウ、中川　太人、藤平　光希、加藤　正人
　（信州大学農学部森林計測・計画学研究室での講義経験と大学発ベンチャー精密林業計測㈱の経験を生かし、
　森林情報に関する基礎知識を身につけられように最先端の研究を、わかりやすく指導します。）

森林調査や森林管理の先進技術であるリモートセンシング（遠隔探査）、GNSS（全地球航行衛星システム）、地図
情報を管理し、計画立案するＧＩＳ（地理情報システム）は、林野庁や都道府県などの自治体、林業事業体で普及し
ている。デジタル化、ドローン、レーザ計測、AIなどの新しい森林情報とスマート林業について森林管理者や測量
士、森林情報士を目指す人への基礎となる技術を紹介する。

事前学習については、各時間の最後に、次回までに学習してくるべき内容を示します。事後学習については、各時
間の講義内容を復習するものとします。

｢森林リモートセンシング 第4版」　加藤正人編　日本林業調査会　2022年復刊増刷

講義の中で、その都度提示する

原則として筆記試験及び履修態度による評価とする。試験成績の評定は１００点法をもって行い、６０点未満を不
合格とする。
試験の成績が６０点に達しないときは、原則として１回に限り追試験を認めます。



番号

共通科目

対象学年： ２学年 単位数： １単位 講義形態：

有 　備考：

11 　ＧＩＳ解析Ⅺ オープンデータの活用

8 　ＧＩＳ解析Ⅷ ラスタデータの取り扱い４

9 　ＧＩＳ解析Ⅸ 長野県森林GISデータの活用

10 　ＧＩＳ解析Ⅹ 地形・地質データの活用

12 　森林調査Ⅰ スマートフォンアプリを活用した森林調査

13 　森林調査Ⅱ 主題図の作成・出力

14 　森林調査Ⅲ 森林整備計画の作成

15 　森林調査Ⅳ レポート作成

7 　ＧＩＳ解析Ⅶ ラスタデータの取り扱い３

1 　ＧＩＳ解析Ⅰ GISの原理、基本操作

6 　ＧＩＳ解析Ⅵ ラスタデータの取り扱い２

2 　ＧＩＳ解析Ⅱ ベクトルデータの取り扱い１

3 　ＧＩＳ解析Ⅲ ベクトルデータの取り扱い２

5 　ＧＩＳ解析Ⅴ ラスタデータの取り扱い１

4 　ＧＩＳ解析Ⅳ ベクトルデータの取り扱い３

テ キ ス ト

参 考 書

メッセージ

展　　開 講義名

評定については次の評価基準を基本としています。
　秀　：授業の達成目標の水準から見て卓越している (評点が95点以上で特に優秀な者)
　優　：授業の達成目標の水準よりかなり上にある   (評点が80点以上95点未満の者)
　良　：授業の達成目標の水準よりやや上にある     (評点が70点以上80点未満の者)
　可　：授業の達成目標の水準にある               (評点が60点以上70点未満の者)
　不可：授業の達成目標の水準よりやや下にある     (評点が60点未満の者)

　事前学習については、各時間の最後に、次回までに学習してくるべき内容を示します。
事後学習については、各時間の講義内容を復習するものとします。

業務で使うQGIS ver.3　完全使いこなしガイド　喜多 耕一　全国林業改良普及協会

事 前 事 後
の 学 習

成 績 評 価
の 基 準

成 績 評 価
の 方 法

演習林での森林調査と、GISソフトを使ったコンピュータ解析を行う。

１)実技、２)成果品、３)報告書、４)筆記試験、５)履修態度の修習得度60％、出席時間
(態度良に限る)40％

講義内容
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授 業 名

概 要

担 当 講 師

授 業 の 達
成 目 標

実習を通じて、森林調査からＧＩＳ解析までの基本知識・手法を経験し、習得する。

実務経験教員による講義の有無：講 義 時 期 通　年

森林情報論　実習 実習

戸田  堅一郎
　(県試験研究機関勤務の経験を活かし、基礎から実践までの実務教育を行います。)

①森林の調査方法を実習によって習得する。
②ＧＩＳを用いて森林資源情報と森林立地情報を効率的に把握する方法を習得する。
③パソコン操作で、調査野帳の整理、データ交換、作図、レポートの作成を行う。

専門教育科目


